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学位審査演奏会では『ダンス・ コンセルタント 第1-《四季》』・ 長唄 『黒塚』を演奏した。 現代曲と、難解な古典
曲を共に演奏することは、演奏する神経が全く異なるため、非常に厳しいのだが、助演者にも助けられ、全体を冷静によく
まとめ演奏しきった。長唄 『黒塚』では、小鼓の技術は大変高いものがあり、様々な音色を用いた表現を客席に伝えるこ
とができた。強さや鋭さを出せれば、より厚みのある演奏になったように思う。 また、 『 ダンス ・ コンセルタント 第
1-《四季》』では、 個々の演奏技術に関する課題は残るものの、一体感のある清々しい演奏となった。よく全体を率いて
いたように思う。 
これらを全体に鑑み、合格という評価にいたった。 
